
2023年度 石教研課題部会 特別支援教育部会レポート 

 

学校種 学校名 氏名 分科会 

小学校 石狩市立双葉小学校 太田 亜弥 第 3分科会 

特別支援教育部会 

研究課題 

通常学級における個別の教育的配慮を要する児童生徒一人一人のニーズに応える 

教育的支援はどうあればよいか           ～合理的配慮について考える 

★選択した分科会キーワー

ドに関連させて、レポート

を作成してください。 

第 1分科会キーワード 第 2分科会キーワード 第 3分科会キーワード 

学習に困難のある児童生徒へ

の支援 

生活場面に困難のある児童生

徒への支援 

校内支援体制や関係機関との

連携 

レポート題名 校内のサポート委員会の整備について～会議の回数の削減と精選～ 

現状・児童実態 

・通常学級における個別の指導計画の周知のためのサポート委員会を年間 6回開催。 

・前後期・年度末の 3回は、事前に各学年の現状と課題把握、目標設定のための事前交流会議も設定。 

★会議が多く、時間がかかるため、より効果的な開催方法を模索。 

 

 

 

実践 

① サポート委員会で取り上げる内容の精選。全体共有が必要なものを選択。 

特別支援教育にかかわる児童の情報について、毎月の職員会議でコーディネーターが把握し、共

通理解を図れるようにする。（周知） 

② 設定された日程での会議の開催を、対面か紙面交流にするかを 1年かけて検討する。臨時で開く

必要性が出てくる場合に柔軟に開催できる体制にするため、設定回数と内容を吟味する。 

会議は減らしつつ、実効性の高い指導計画と連携が取りやすい体制を構築する。 

 

 

まとめ（実践の成果・今後の課題・展望等） 

①サポート委員会での話題が特別支援や家庭支援や生徒指導事案等が絡んで複雑になってきている状

況がある。整理しつつ、必要な校内体制や連携が取れるように、コーディネーターを中心に効果的な

活用ができる形を模索していく。 

②多くの教職員がかかわる校内の支援体制をより効果的なものになるように、会議を増やすことなく

連携できる機会や役割分担を考えていく必要がある。（今年度、特別支援コーディネーターが 4名配置

されているので、より効果的な役割分担を行う） 

 

 

参考文献（あれば…） 

 

レポート作成記入例 

青字に部会員が記入 

☆お一人一実践の提出をお願いします！ 

【レポート作成の留意事項】   

① 様式は、A４です。レポートの形式に合わせて作成してください。枚数に制限はありません。 

② 各分科会部会員数分＋15部の印刷をして、2穴を左端に空けて、当日持参してください。 

③ 活用した指導方法や参考にした書籍やホームページ等もあれば、記載をお願いします。 

④ 表や罫線を活用し、見やすく分かりやすいレポート作成にご協力ください。 

⑤ 広く知らせたい実践例については、事務局からご連絡を差し上げることがあることをご了解ください。 

⑥ 不明な点やお困りのことがありましたら、石狩市立双葉小学校（℡０１３３-７４-０４９４）太田まで

ご連絡ください。 

☆９月５日（火）課題研究協議会に持参してください。 

 


